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商工連ながの

　スカイスポーツ公園ではパラグライダー体験、高齢者でも体験できる国内
初の車いすパラグライダーがあります。標高約1,000ｍの大城・京ヶ倉トレッ
キング、犀川でのラフティングと様々な体験ができます。秋には特産のシャ
インマスカット、巨峰の収穫で賑わいます。　　　　　　　　生坂村商工会

アウトドアと味覚体験 生坂村

●温泉宿さぎり荘
	 信州新町商工会　この人に注目－Vol.131
●	商工会議員懇談会総会／
	 春の叙勲／
	 県知事への要望書提出／
	 経営支援事例発表大会／
	 「フードメッセ	in	にいがた2022」出展支援のご案内
●	木曽義仲	挙兵の地と日本百名山美ヶ原高原のまちで
	 上田市商工会　ふるさと紹介－Vol.41
●コロナウイルス対応「福祉共済」のご案内

●商工連通常総会／県商工会壮青年部設立総会
●県青連通常総会・リーダー研修会／
	 県女性連通常総会・リーダー研修会
●事業承継支援スキームのご案内／DXワンポイントコラム
●	富士見町とルバーブの爽やかさをパックして“赤いルバーブビール”
	 八ヶ岳ルバーブハウス・㈱トマシス　中小企業の新たな事業活動
●コロナ禍でも村の支援策と共に
	 木島平村商工会　商工会はいま－Vol.127
●仕事の質を高めたい方限定の思考法
	 経営ワンポイントアドバイス
●高年齢者再雇用に関するミニ知識
	 法律ワンポイントアドバイス



　

商
工
連
は

5
月
27
日

（
金
）、
松
本

市
「
ホ
テ
ル

ブ
エ
ナ
ビ
ス

タ
」
に
お
い

て
令
和
４
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、
提
案

さ
れ
た
令
和
3
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
等

の
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
の
冒
頭
、
商
工
連
間
瀬
会
長
か

ら「
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
も
3
年
目
と
な
り
、

3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
加
速
し
て
い
る

も
の
の
、
い
ま
だ
に
収
束
は
見
え
な
い
こ
と

か
ら
、
県
内
小

規
模
事
業
者
も

業
種
に
よ
っ
て

は
過
去
に
例
を

み
な
い
ほ
ど
の

苦
境
に
立
た
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

商
工
会
で
は
、

商
工
会
長
の
陣

頭
指
揮
の
下
、

職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
コ
ロ

ナ
対
策
に
関
す

る
施
策
を
地
域

事
業
者
に
届
け

て
頂
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま

す
。
引
き
続
き
、

地
域
商
工
業
者

の
皆
様
へ
の
支

援
に
万
全
を
期

し
て
参
り
ま
す
。

令
和
3
年
度
は

商
工
会
・
商
工

連
は
地
域
の
商
工
業
者
を
全
力
で
支
援
す
る

た
め
、『
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
を

着
実
に
実
行
し
ま
し
た
。
併
せ
て
『
給
与
の

一
元
化
』
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
長
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
下
、
今
年
4
月
か
ら
本

格
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
、
持
続
化
補
助
金
へ
の
県
で
の
上

乗
せ
補
助
金
、
事
業
再
構
築
補
助
金
、
経
営

相
談
体
制
強
化
事
業
等
の
多
岐
に
わ
た
る

国
・
県
の
支
援
策
を
推
進
し
ま
し
た
」
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
商
工
貯
蓄
共
済
、
会
員
福
祉

共
済
、
特
定
退
職
金
共
済
、
記
帳
機
械
化
事

業
の
優
良
商
工
会
表
彰
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

5
月
18
日
（
水
）、
長
野
市
「
ホ
テ
ル
信
濃

路
」
に
お
い
て
長
野
県
商
工
会
壮
青
年
部
の

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
で
は
、
全
国
商
工
会
壮
青
年
部

連
合
会
の
亀

山
彰
会
長
、

商
工
連
の
間

瀬
一
朗
会
長

を
来
賓
に
迎

え
、
第
一
号
議
案
「
長
野
県
商
工
会
壮
青
年

部
の
設
立
に
つ
い
て
」
第
二
号
議
案
「
長
野

県
商
工
会
壮
青
年
部
運
営
規
程
の
新
設
に
つ

い
て
」
第
三
号
議
案
「
令
和
４
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
に
つ
い
て
」
第
四
号
議
案
「
会

費
の
額
（
案
）
及
び
払
込
方
法
（
案
）
に
つ

い
て
」
第
五
号
議

案
「
令
和
４
年
度

収
支
予
算
書（
案
）

に
つ
い
て
」
第
六

号
議
案
「
役
員
選

任
に
つ
い
て
」
が

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
選

任
で
は
部
長
に
重

盛
秀
敏
氏
（
箕
輪

町
商
工
会
）
副
部

長
に
北
城
貴
英
氏

（
高
森
町
商
工
会
）

副
部
長
に
原
山
大
輔

氏（
長
野
市
商
工
会
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
終
了
後
、

記
念
講
演
会
で
は

「
商
工
会
壮
青
年
部

の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
亀
山

会
長
か
ら
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
壮
青

年
部
の
果
た
す
役
割

や
全
国
商
工
会
壮
青

年
部
の
活
動
状
況
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
組
織
運

営
に
大
い
に
役
立
つ
内
容
で
し
た
。

　

県
商
工
会
壮
青
年
部
は
45
歳
～
55
歳
の
若

手
経
営
者
の
組
織
と
し
て
青
年
部
で
培
っ
た

組
織
運
営
の
経
験
や
知
識
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
を
活
か
す
世
代
組
織
と
し
て
、
地
域
の
青

年
部
Ｏ
Ｂ
の
意
見
の
吸
い
上
げ
や
提
言
等
を

行
う
事
、
ま
た
、
若
手
経
営
者
と
し
て
企
業

成
長
に
向
け
た
資
質
向
上
等
を
継
続
的
に
推

進
す
る
こ
と
で
経
営
者
と
し
て
の
成
熟
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
県
商
工
会
壮
青
年
部
組
織
運
営
に

つ
い
て
格
段
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

表彰商工会代表者

通常総会の様子

商 工 連
通常総会

全国商工会壮青年部
連合会 亀山会長

挨拶する役員 右は重盛新部長

記念講演会の様子

長
野
県
商
工
会
壮
青
年
部
設
立
総
会
開
催

～
重
盛
秀
敏
氏（
箕
輪
町
商
工
会
）を
部
長
に
選
出
～

コ
ロ
ナ
対
策
に
つい
て
も
地
域
商
工
業
者
を

全
力
で
支
援
す
る
組
織
へ
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挨拶を行う商工連
間瀬会長



　

県
青
連
は
５
月
10
日
（
火
）
長
野
市
「
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
」
に
お
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止

対
策
を
徹
底
し
、
出
席
者
を
青
年
部
長
に
限

定
し
て
令
和
４
年
度
通
常
総
会
及
び
青
年
部

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
下

各
地
か
ら
会
場
出
席
が
33
名
、
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信

に
よ
る
リ
モ
ー
ト
で
4
商
工
会
青
年
部
が
視

聴
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
冒
頭
の
挨
拶
で
松
澤
会
長
は「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
商
工
会

地
域
の
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
経
済
環

境
は
依
然
厳
し
い
状
況
で
円
安
、
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
の
影
響
に
よ
り
景
気
は

不
安
定
な
雲
行
き
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
留
意
し
な
が

ら
人
数
制
限
を
設
け
た
全
県
研
修
会
等
を
行

い
た
い
。
ま
た
、
世
界
的
に
急
速
に
進
ん
で

い
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
Ｇ
Ｗ
Ｓ
（
グ
ー
グ
ル
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
）
の
全
青
年
部
員
へ
の
普
及
を
図
り
、
部

員
が
多
く
の
情

報
と
繋
が
り
、

そ
し
て
チ
ャ
ン

ス
を
作
っ
て
い

き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和

３
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
報

告
、
令
和
４
年
度

事
業
計
画（
案
）及

び
収
支
予
算（
案
）

な
ど
が
審
議
さ
れ
、

提
出
さ
れ
た
３
議

案
全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
員
増
強
運
動
の
実
績
が
優
良
で

あ
っ
た
佐
久
穂
町
、
野
沢
温
泉
の
2
青
年
部

へ
松
澤
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
全

青
連
会
長
の
石
倉
大
裕
氏
か
ら
「
青
年
部
の

可
能
性
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
倉
会
長
ご
自
身
の
経
営
理
念
、
青
年
部
と

し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と
な
ど
青
年
部

活
動
に
参
加
し
て

得
ら
れ
た
こ
と
や

ご
自
身
の
経
験
な

ど
を
講
演
い
た
だ

き
、
参
加
し
た
受

講
者
も
熱
心
に
聴

講
し
て
い
ま
し
た
。

　

県
女
性
連
は

５
月
16
日（
月
）

長
野
市
「
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
長
野
」
に

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
出
席
人
数
に
制

限
を
設
け
て
令
和
４
年
度
通
常
総
会
及
び
商

工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
県
下
か
ら
会
場
出
席
が
41
名
、
Ｗ
ｅ

ｂ
配
信
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
出
席
が
23
名
、
合

計
64
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
報
告
、
令
和
４
年
度
事
業
計

画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）
な
ど
が
審

議
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
４
議
案
が
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
令
和
３
年
度
部
員
増
強
運

動
の
実
績
優
良
表
彰
が
行
わ
れ
、
増
強
運
動

期
間
部
門
で
小
海
町
と
浅
科
の
２
女
性
部
、

年
間
部
門
で
富
士
見
町
、
小
海
町
、
坂
城
町

の
３
女
性
部
が

表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

併
せ
て
開
催

し
た
主
張
発
表

大
会
で
は
、
県
下
４
地
区
の
代
表
者
、
長
和

町
の
小
林
昌
子
氏
、
富
士
見
町
の
伊
藤
妙
子

氏
、
筑
北
村
の
岡
本
久
美
江
氏
、
高
山
村
の

山
口
か
ほ
る
氏
が
主
張
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
「
女
性
部

活
動
に
参
加
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表

を
行
っ
た
富
士
見
町
の
伊
藤
妙
子
氏
が
選
出

さ
れ
、
７
月
に
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
る
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
～
新
し
い
日
常
で
経

営
を
守
る
た
め
に
～
」
と
題
し
て
産
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
渡
部
富
美
子
氏
か
ら
、
事
例
を

多
く
交
え
な
が
ら
、
管
理
者
が
主
体
と
な
っ

て
行
う
ラ
イ
ン
ケ
ア
、
従
業
員
等
が
行
う
セ

ル
フ
ケ
ア

の
方
法
な

ど
に
つ
い

て
講
演
が

あ
り
、
受

講
者
は
熱

心
に
聴
講

し
て
い
ま

し
た
。

令
和
４
年
度

　
　
　

県
青
連
通
常
総
会
・

　
　
　
　
　
　
　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

令
和
４
年
度

　
　
　

県
女
性
連
通
常
総
会
・

　
　
　
　
　
　
　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

～
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
魅
力
あ
る
女
性
部
づ
く
り
を
～

～
グ
ー
グ
ル
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
全
青
年
部
員
へ
の
普
及
を
～

青年部

女性部

感謝状を受けた野沢温泉青年部、佐久穂町

県青連　松澤会長

県女性連 石井会長富士見町 伊藤妙子氏

全青連　石倉会長

渡部富美子氏による講演の様子
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　「パソコンはインターネットとメール以外ほぼ使えない。だからDX（デ
ジタル技術による業務の変革）なんて別世界の話」という事業者こそ、
DXに挑戦していただきたいのです。まずは手書きの資料やタイムカード
を使う「紙ベース」の業務改革に取り組んでみませんか？「今のやり方
が非効率なことは承知しているけれど、専用のシステムを使いこなす自
信はないし、内部の業務には投資したくない」という声を聞きます。シ
ステム選定を誤れば過剰投資や更なる非効率化を招いてしまう可能性も
あります。ではそのリスクのない無料アプリを試してみましょう。それ
がぴったりハマれば無料で効率化を達成できます。使い勝手が悪ければ
別の対策を考えればいいのです。DXへの一歩を踏み出してみませんか？

長野県商工会連合会
上席専門経営支援員

（AI･IoT･DX戦略支援担当） 

横沢　充

DXワンポイントコラム（第１回）

DXきもち､前へ

　長野県商工会連合会は、令和４年２月に日本政策金融公庫の県内４支店（長野・松本・小諸・伊那）と
連携し、事業承継の新たな支援スキームをスタートさせました。このスキームは、「事業を譲り渡したい」
または「譲り受けたい」というＭ＆Ａニーズを持つ事業者に対し、商工会が公庫の「事業承継マッチング
事業」を通じて相手先の事業者を紹介し、両者のマッチングを図るものです。ご相談からマッチングにか
かる費用はすべて無料です。また、両社の基本合意後の成約へ向けた具体的な実務については、長野県事
業承継・引継ぎ支援センターと連携し、引き続きサポートいたします。
　ご興味のある事業者様は、ぜひ最寄りの商工会へお問い合わせください。

■事業承継支援スキームの概要図

　後継者不在といった問題でお悩みの事業者様へ、経営を引き継ぐお相手を紹介し、マッチング
（いわゆる“お見合い”）をサポートいたします。大切な事業を第三者へ譲るのですから、不安な
ことや、相手先への希望条件などもあるかと思いますが、これからもご商売等が地域で長く続い
ていくよう、商工会の経営指導員と一緒に全力でフォローします。ぜひお気軽にご相談ください。

長野県商工会連合会　上席専門経営支援員（事業承継担当）　内田希一

お気軽にご相談ください！
長野県商工会と日本政策金融公庫のタイアップによる

スキームのご案内事 業 承 継 支 援

 

後継者不在の会員事業所等

②経営指導員が公庫マッチングの申込手続を支援。申込書等の書類を受領

①経営指導員が事業承継診断を実施。公庫マッチングを案内

日
　
本
　
公
　
庫

（
長
野
県
内
支
店（
長
野
・
松
本
・
小
諸
・
伊
那
）、
事
業
承
継
支
援
室
）

長
野
県
下
69
商
工
会

長
野
県
商
工
会
連
合
会

長野県内
支店

事業承継
支援室

③経営指導員が申込書等の書類を、公庫管轄支店へメールまたは郵送

④ 公庫がヒアリングを実施。マッチング相手先を探索・紹介

⑤ 商工会にてトップ面談を実施（資料準備、面談同席等の支援）

⑥トップ面談後の各種支援（専門家紹介、融資相談等）の実施

成　約
長野県事業承継・引継ぎ支援センターとは今後も連携協力して事業承継を支援していく。

担当職員より
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朝
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
汗
ば
み
シ
ャ
ワ
ー
代
わ

り
の
キ
ャ
ン
プ
場
内
の
小
川
は
、
真
夏
で
も
痛

い
ほ
ど
冷
た
く
慌
て
て
飛
び
出
し
た
。
そ
の
前

週
北
海
道
・
大
雪
山
の
冷
涼
な
気
候
を
肌
で
感

じ
て
い
た
矢
先
で
、
本
州
に
も
北
海
道
と
同
じ

冷
涼
な
気
候
が
味
わ
え
る
驚
き
で
あ
っ
た
。

　

富
士
見
町
・
立
場
川
キ
ャ
ン
プ
場
で
あ
る
。

　

こ
の
朝
以
来
10
年
、
富
士
見
町
の
自
然
と
気

候
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
の
後
ル
バ
ー
ブ
と
出
会
い
、

そ
の
爽
や
か
な
酸
味
と
鮮
や
か
な
赤
色
の
魅
力

に
と
り
つ
か
れ
た
。

　

ル
バ
ー
ブ
は
シ
ベ
リ
ア
原
産
の
寒
冷
地
野
菜

で
、
標
高
１
０
０
０
ｍ
の
富
士
見
町
は
、
天
与

の
「
赤
い
ル
バ
ー
ブ
」
最
適
地
で
あ
ろ
う
。
こ

の
天
の
恵
み
を
生
か
し
た
「
赤
い
ル
バ
ー
ブ
」

と
「
富
士
見
町
」
の
秘
め
た
る
真
価
を
、
よ
り

広
く
発
信
し
た
い
と
使
命
感
が
芽
生
え
て
き
た
。

　

一
方
、
ル
バ
ー
ブ
用
途
は
ジ
ャ
ム
が
主
力
で
、

更
に
波
及
す
る
た
め
の
商
品
を
模
索
す
る
中
で

「
ビ
ー
ル
」
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

　

ビ
ー
ル
は
何
十
年
来
の
食
事
の
友
で
は
あ
る

が
、
醸
造
に
関
す
る
知
識
は
皆
無
で
何
か
ら
始

め
れ
ば
よ
い
の
か
…

　

先
ず
、
欧
州
で
の
ル
バ
ー
ブ
ビ
ー
ル
の
存
在

を
知
り
、
ス
イ
ス
製
を
試
飲
し
た
結
果
、
酸
味

が
強
く
、
こ
の
酸
味
を
日
本
人
向
け
に
ア
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
が
始
点
と
な
る
。
初
回
試
作
は
茨

城
県
の
ビ
ー
ル
工
房
で
あ
っ
た
が
、
ル
バ
ー
ブ

自
体
が
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
使
用
量
な
ど
制

限
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
試
作
を
繰
り
返
す
中
、

赤
い
ル
バ
ー
ブ
の
赤
色
が
出
れ
ば
よ
り
注
目
さ

れ
る
と
の
多
数
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
。

　

２
０
１
８
年
改
訂
の
ビ
ー
ル
定
義
で
は

「
ビ
ー
ル
」
と
し
て
使
用
で
き
る
原
料
は
、
麦

芽
重
量
の
5
％
以
内
で
、5
％
を
超
え
る
と「
発

泡
酒
」と
な
る
。３
３
０
㎖
瓶
換
算
で
は
ル
バ
ー

ブ
重
量
は
3
ｇ
程
度
で
、
3
ｇ
で
色
と

味
を
出
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ

た
。

　

し
か
し
「
発
泡
酒
」
で
な
く
「
ビ
ー

ル
」
に
こ
だ
わ
り
、
多
く
の
方
々
の
手

厚
い
サ
ポ
ー
ト
の
結
果
、
到
底
個
人
の

力
量
で
は
成
し
え
な
い
、
赤
い
ル
バ
ー

ブ
の
酸
味
と
色
を
醸
し
出
し
、
お
陰
様

で
ル
バ
ー
ブ
ビ
ー
ル
3
種
類
が
誕
生
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
爽
や
か
で
フ
ル
ー
テ
ィ
な

ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ン
タ
イ
プ
ビ
ー
ル
で
「
ル

バ
ー
ブ
ビ
ー
ル
」
は
ク
リ
ア
な
赤
色
、

「
ル
バ
ー
ブ
ビ
ー
ル
ヘ
イ
ジ
ー
」
は
ピ

ン
ク
色
の
カ
ク
テ
ル
風
味
、「
ル
バ
ー

ブ
ビ
ー
ル
ホ
ワ
イ
ト
」
は
白
い
濁
り
が

特
徴
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ビ
ー
ル
の
他
に
は
定
番
の

ジ
ャ
ム
は
じ
め
菓
子
5
種
類
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、

ピ
ザ
な
ど
製
品
化
し
た
。

　

元
来
、
弊
社
は
電
子
部
品
関
連
業
務
が
主
力

で
あ
る
が
、
ル
バ
ー
ブ
栽
培
と
加
工
品
販
売
の

た
め
都
内
か
ら
富
士
見
町
に
本
社
移
転
し
、
昨

年
11
月
「
八
ヶ
岳
ル
バ
ー
ブ
ハ
ウ
ス
」
を
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　

富
士
見
町
と
ル
バ
ー
ブ
の
爽
や
か
さ
を
パ
ッ

ク
し
て
全
国
へ
浸
透
し
て
ゆ
く
発
信
基
地
の
一

助
と
な
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

　

ル
バ
ー
ブ
商
品
開
発
に
関
し
、
ま
た
同
時
に

不
慣
れ
な
異
業
種
で
の
業
態
は
手
探
り
状
態
で

あ
る
が
、
無
事
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
の
は
多
く

の
方
々
の
協
力
と
知
恵
の
賜
物
で
あ
り
、
改
め

て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
報
い
る
べ
く
、

更
に
精
進
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

中小企業の新たな事業活動

富士見町とルバーブの爽やかさを
パックして“赤いルバーブビール”

ルバーブ畑にて

ルバーブビール３種

八ヶ岳ルバーブハウス／株式会社トマシス
富士見町商工会

〒399-0101　長野県諏訪郡富士見町境7391-1
Tel：0266-55-4935　Fax:050-3737-3944
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木
島
平
村
に
つ
い
て

　

木
島
平
村
は
農
業
と
観
光
が
基
幹
産
業
で

す
。
村
内
に
は
広
大
な
田
畑
が
あ
り
木
島
平

村
の
特
別
栽
培
農
産
物
「
木
島
平
米
」
ブ
ラ

ン
ド
が
あ
り
ま
す
。
品
質
が
良
く
、
米
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
「
米
・
食
味
分
析

鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」
に
て
９
年
連

続
金
賞
に
輝
く
ほ
ど
の
優
良
産
地
で
す
。

　

観
光
は
第
３
セ
ク
タ
ー
の
木
島
平
ス
キ
ー

場
、
日
本
有
数
の
ブ
ナ
の
原
生
林
や
湿
原
、

カ
ヤ
の
平
高
原
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

夏
に
お
す
す
め
な
の
は
、
稲
泉
寺
（
と
う

せ
ん
じ
）
の
蓮
の
花
で
す
。

　

稲
荷
地
区
に
あ
る
稲
泉
寺
に
は
、
お
寺
を

囲
む
約
５
０
０
０
㎡
の
蓮
田
に
大
賀
蓮
（
お

お
が
は
す
）
を

は
じ
め
と
す
る

約
10
万
株
の
蓮

が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
７
月

中
旬
か
ら
８
月

下
旬
に
か
け
て
、

桃
紅
色
の
花
が

咲
き
誇
り
ま
す
。

商
工
会
で
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
地
域
の
事
業
は
延
期
・
中
止
は
も
ち

ろ
ん
商
工
会
の
事
業
も
ほ
と
ん
ど
が
２
年
連

続
で
行
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
感
染
症
対
策
支
援
の
給

付
金
等
の
相
談
が
会
員
・
非
会
員
問
わ
ず
多

く
あ
り
、
支
援
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
新
規
で
加
入
し
て
い
た
だ
い
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
先
行
き
が
見
通
せ
ず
、

給
付
金
申
請
等
支
援
策
を
受
け
て
も
継
続
す

る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
、
長
年
の
事
業
に

ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

改
め
て
、
事
業
承
継
・
廃
業
対
策
支
援
が
今

後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
支
援
策

　

木
島
平
村
で
は
、
感
染
症
対
策
支
援
と
し

て
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
今
回
で
３
回
目
に
な
る
村
民
１
人

当
た
り
に
３
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
配
布

す
る
「
村
民
応
援
商
品
券
」
事
業
が
あ
り
ま

す
。
商
工
会
で
は
村
か
ら
商
品
券
の
換
金
業

務
の
委
託
を
請
け
、
村
と
連
携
し
て
事
業
者

支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
村
で

は
給
付
金
や
補
助
金
な
ど
感
染
症
対
策
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

国
や
県
、
村
な
ど
様
々
な
施
策
が
あ
る
中
、

商
工
会
と
し
て
は
事
業
者
に
あ
っ
た
支
援
策

等
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
そ
れ
ら
を
利

用
し
な
が
ら
今
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
り
、

今
後
の
発
展
へ
と
繋
げ
て
も
ら
い
た
い
と
願

い
尽
力
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

　
　
　
村
の
支
援
策
と
共
に

木島平米「村長の太鼓判」

稲泉寺の蓮の花

木島平村独自の村民応援商品券

 
商
工
会
は
い
ま
─
Vol.127

北信
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経 　

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
は
、「
デ
キ
ル
」
人
が
存
在

し
ま
す
。
そ
ん
な
人
に
な
れ
る
、
仕
事
の
質
を
高
め

る
思
考
法
を
紹
介
し
ま
す
。

１
．
仮
説
思
考
（
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
る
）

　
�　

情
報
量
が
多
け
れ
ば
、
正
し
い
意
思
決
定
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。
優
秀
な
人
は
総
じ
て
問
題
を

素
早
く
発
見
し
た
り
、
解
決
策
に
た
ど
り
着
く
の

が
早
い
で
す
。
仮
説
思
考
と
は
、
情
報
が
少
な
い

段
階
か
ら
常
に
問
題
の
全
体
像
や
結
論
を
考
え
る

思
考
法
で
、
実
践
す
る
と
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
同
時
に
正
確
性
が
増
す
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。

速
読
が
良
い
例
で
す
。
最
初
に
あ
と
が
き
を
読
み
、

表
紙
、
カ
バ
ー
や
帯
な
ど
か
ら
「
著
者
は
何
を
訴

え
た
い
か
」「
何
が
書
い
て
あ
る
か
」
と
い
っ
た

全
体
像
や
結
論
を
想
像
し
た
後
に
本
文
を
読
み
進

め
る
と
、
理
解
度
が
飛
躍
的
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

２
．
メ
タ
思
考
（
発
想
力
が
高
ま
る
）

　

�　

メ
タ
思
考
と
は
、
物
事
を
「
一
つ
上
の
観
点
か

ら
」
考
え
る
こ
と
で
す
。
①
成
長
の
た
め
の
気
づ

き
が
得
ら
れ
る
、
②
思
い
込
み
や
思
考
の
癖
か
ら

脱
す
る
、
③
創
造
的
な
発
想
が
で
き
る
、
と
い
う

利
点
が
あ
り
ま
す
。

３�

．
W
h
y
型
思
考
（
メ
タ
思
考
と
関
連
：
物

事
の
本
質
を
つ
か
め
る
）

　

�　

お
客
様
か
ら
相
談
を
受
け
た
時
、「
な
ぜ
？
」

を
考
え
、
時
に
は
逆
質
問
す
る
こ
と
で
、
①
真
に

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
提
案
が
で
き
る
、
②
そ
の
他
必

要
な
も
の
も
提
案
で
き
る
、
③
代
替
案
を
提
示
で

き
る
、
④
潜
在
ニ
ー
ズ
に
気
づ
い
て
も
ら
え
る
、

と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
満
足

度
が
向
上
し
長
期
的
な
信
頼
関
係
の
構
築
へ
と
つ

な
が
り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
は
上
司
と
部
下
の
関

係
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
。

４�

．
抽
象
化
思
考
（
メ
タ
思
考
と
関
連
：
応
用

力
と
的
確
性
が
高
ま
る
）

　

�　
「
具
体
」
と
「
抽
象
」
は
相
対
的
な
概
念
で
、「
具

体
＝
わ
か
り
や
す
い
→
善
」「
抽
象
＝
わ
か
り
に

く
い
→
悪
」
と
一
般
的
に
は
認
知
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
双
方
の
関
係
性
を
定
義
す
る
と
「
具
体
＝
個

別
（
特
殊
）
の
事
象
」「
具
体
を
共
通
の
特
徴
で

一
括
り
に
し
た
も
の
＝
抽
象
（
一
般
）」
で
す
。

学
者
や
理
論
家
は
、
複
数
の
事
象
を
抽
象
化
・
一

般
化
す
る
こ
と
で
理
論
化
・
法
則
化
し
ま
す
が
、

理
論
や
法
則
だ
け
で
は
実
行
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ

で
抽
象
化
思
考
を
使
い
「
一
を
聞
い
て
十
を
知

る
」、「
具
体
→
抽
象
→
具
体
」
を
実
践
す
る
こ
と

で
応
用
力
と
的
確
性
が
高
ま
り
ま
す
。
再
び
速
読

を
例
に
し
ま
す
が
、
ま
ず
文
末
の
参
考
文
献
の
欄

に
目
を
通
す
と
、
著
者
の
学
術
的
背
景
等
を
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
（
抽
象
化
）、
効
率
的
に
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

５�

．
行
動
経
済
学
（
事
前
に
ミ
ス
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
）

　

�　

人
間
は
合
理
的
に
判
断
し
行
動
し
て
い
る
つ
も

り
な
の
に
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
選
択
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
行
動
経
済
学
は
こ
こ
に
着
目
し
、

「
誰
も
が
陥
り
や
す
い
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
選
択

や
ミ
ス
に
は
、一
定
の
法
則
性
が
あ
る
の
で
は
？
」

と
い
う
こ
と
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
面
白
い
こ
と

を
考
え
る
人
が
い
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
分
野
で

3
人
も
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
い
る
ほ
ど
で
、

こ
の
思
考
の
癖
を
知
る
こ
と
で
ミ
ス
を
軽
減
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
近
年
の
研
究
で
は
、

こ
れ
ら
を
上
手
に
用
い
て
人
々
を
誘
導
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
に「
足

跡
マ
ー
ク
」
が
あ
る
と
つ
い
踏
ん
で
並
び
ま
す
。

言
葉
を
使
わ
ず
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
確

保
さ
れ
ま
す
。
行
動
経
済
学
は
広
範
囲
で
語
り
切

れ
な
い
の
で
、
他
と
あ
わ
せ
て
参
考
文
献
を
紹
介

し
ま
す
。

参
考
文
献

内
田　

和
成 

「
仮
説
思
考
」
東
洋
経
済
新
報
社

細
谷　
　

功 

「 

メ
タ
思
考
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
P
H
P
ビ
ジ
ネ
ス
新
書

細
谷　
　

功 

「 『
W
h
y
型
思
考
』
が
仕
事
を
変
え
る
」
P
H
P

ビ
ジ
ネ
ス
新
書

細
谷　
　

功 

「
具
体
と
抽
象
」
d
Z
E
R
O

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ネ
マ
ン

　
　
　

 　

   

「
フ
ァ
ス
ト
＆
ス
ロ
ー
」（
上
・
下
）
早
川
書
房

岩
澤
誠
一
郎   「
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
M
B
A
実
況
中
継 

行
動
経
済

学
」
D
I
S
C
O
V
E
R

仕事の質を高めたい方
限定の思考法

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

株式会社ストラテジー・オフィス代表
MBA　中小企業診断士
竹村  哲司  氏
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高年齢者再雇用に
関するミニ知識

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法弁護士
中村  威彦  氏

　

我
が
国
は
超
高
齢
者
社
会
を
迎
え
て
い
る
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
暫
く
経
ち
ま
す
が
、
内
閣
府
の

公
表
に
よ
れ
ば
、
令
和
２
年
10
月
１
日
現
在
、
我
が

国
の
総
人
口
は
１
億
２
５
７
１
万
人
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
、
65
歳
以
上
の
人
口
は
、
３
６
１
９
万
人
と
な

り
、総
人
口
に
占
め
る
割
合（
高
齢
化
率
）は
28
・
８
％

に
も
な
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、

将
来
推
計
人
口
で
み
る
令
和
47
（
２
０
６
５
）
年
の

我
が
国
は
、
総
人
口
が
９
０
０
０
万
人
を
割
り
込
み
、

約
２
・
６
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
、
約
３
・
９
人
に
１

人
が
75
歳
以
上
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
、

高
齢
化
社
会
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
定

年
退
職
さ
れ
た
労
働
者
の
再
雇
用
が
我
が
国
の
産
業

の
下
支
え
に
な
る
こ
と
も
頷
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
ご
存
知
の
と
お
り
、
平
成
18
年
４
月

１
日
施
行
の
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
は
、
65
歳

以
下
の
定
年
の
定
め
を
し
て
い
る
事
業
主
に
対
し
て
、

「
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
」
と
し
て
、
①
定
年
の

引
上
げ
、
②
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
、
③
定
年
の
廃

止
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
使
用
者
に
義

務
づ
け
て
い
ま
す
。上
記
の
う
ち
、「
継
続
雇
用
制
度
」

と
は
、「
現
に
雇
用
し
て
い
る
高
年
齢
者
が
希
望
す

る
と
き
は
、
当
該
高
年
齢
者
を
そ
の
定
年
後
も
引
き

続
い
て
雇
用
す
る
制
度
」
を
い
い
、
厚
労
省
の
発
表

に
よ
れ
ば
、
約
80
％
以
上
の
事
業
主
が
高
齢
者
雇
用

確
保
措
置
と
し
て
こ
の
継
続
雇
用
制
度
を
採
用
し
て

い
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
（
い
わ
ゆ
る
再
雇
用
制
度

も
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。）。

　

更
に
、
令
和
３
年
４
月
１
日
施
行
の
改
正
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
は
、
65
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
就
業
機

会
を
確
保
す
る
た
め
、
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
と

し
て
、
①
70
歳
ま
で
の
定
年
引
上
げ
、
②
定
年
制
の

廃
止
、
③
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
（
再
雇
用
制

度
・
勤
務
延
長
制
度
）
の
導
入
、
④
70
歳
ま
で
継
続

的
に
業
務
委
託
契
約
を
締
結
す
る
制
度
の
導
入
、
⑤

70
歳
ま
で
継
続
的
に
以
下
の
事
業
に
従
事
で
き
る
制

度
の
導
入
ａ
事
業
主
が
自
ら
実
施
す
る
社
会
貢
献
事

業
、
ｂ
事
業
主
が
委
託
、
出
資
（
資
金
提
供
）
等
す

る
団
体
が
行
う
社
会
貢
献
事
業
、
以
上
の
い
ず
れ
か

の
措
置
を
講
ず
る
努
力
義
務
を
新
設
し
ま
し
た
。

も
っ
と
も
、
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
は
努
力
義
務

で
す
か
ら
、
対
象
者
を
限
定
す
る
基
準
を
設
け
る
こ

と
は
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
、
事
業
主
と

過
半
数
労
働
組
合
等
と
の
間
で
十
分
協
議
し
た
上
で
、

過
半
数
労
働
組
合
等
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し

い
こ
と
、
労
使
間
で
十
分
協
議
の
上
、
設
け
ら
れ
た

基
準
で
あ
っ
て
も
、
事
業
主
が
恣
意
的
に
一
部
の
高

齢
者
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
な
ど
法
の
趣
旨
や
、
他

の
労
働
関
係
法
令
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
は
認

め
ら
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
年
齢
者
再
雇
用
の
場
合
の
労
働
条
件
で
す
が
、

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
は
、
継
続
雇
用
後
の
労

働
条
件
に
つ
い
て
は
特
に
制
約
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
最
低
賃
金
法
や
労
働
基
準
法
14
条
に
反
し

な
い
限
り
、
使
用
者
と
し
て
は
労
働
時
間
、
賃
金
、

待
遇
な
ど
に
関
し
て
自
由
な
条
件
呈
示
を
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
使
用
者
が
呈
示
す
る
労
働

条
件
が
、
お
よ
そ
再
雇
用
制
度
と
い
う
名
に
値
し
な

い
極
端
に
過
酷
な
も
の
で
あ
る
場
合
、
例
え
ば
、
週

１
日
勤
務
で
待
遇
も
非
常
に
悪
い
労
働
条
件
し
か
呈

示
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
実
質
的
に
見
て

再
雇
用
制
度
を
導
入
し
た
と
は
言
え
な
い
と
判
断
さ

れ
、
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
指
導
・
助
言
及
び
勧
告

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

定
年
退
職
者
を
再
雇
用
す
る
場
合
の
年
休
の
扱
い

は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
年
次
有
給
休
暇
を
付

与
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
要
件
の
一
つ
と
し
て
、

労
基
法
39
条
で
は
「
６
ヶ
月
以
上
継
続
勤
務
」
す
る

こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
継
続
勤
務
」
と

は
、
労
働
契
約
が
存
続
し
て
い
る
期
間
の
意
味
で
あ

り
、
そ
の
判
断
は
、
実
質
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
性

格
の
も
の
で
あ
り
、
形
式
上
労
働
関
係
が
終
了
し
、

別
の
契
約
が
成
立
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
前

後
の
契
約
を
通
じ
て
、
実
質
的
に
労
働
関
係
が
継
続

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、
継
続
勤
務
と
判
断

さ
れ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
し
ま
す
。

　

使
用
者
、
労
働
者
の
相
互
理
解
の
も
と
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
貴
重
な
労
働

力
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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信
州
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。

　

そ
う
思
っ
て
3
年
前
に
地
元
へ
戻
り
、
信

州
新
町
で
唯
一
の
温
泉
宿
さ
ぎ
り
荘
を
運
営

し
て
い
る
小
山
と
申
し
ま
す
。

　

信
州
新
町
は
知
る
人
ぞ
知
る
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
の
聖
地
で
、
さ
ぎ
り
荘
の
売
り
も
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
で
す
。
そ
の
中
で
も
一
押
し
は
信
州

新
町
産
の
羊
肉（
サ
フ
ォ
ー
ク
種
）で
す
。
信

州
新
町
産
サ

フ
ォ
ー
ク
は
羊

肉
の
旨
み
と
脂

の
甘
さ
を
感
じ

ら
れ
る
最
も
美

味
し
い
肉
だ
と

考
え
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
羊
肉
を

多
く
の
人
に
味

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
の
気
持
ち
で
さ
ぎ

り
荘
の
運
営
を
開
始
し
た
矢
先
、
台
風
19
号

と
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
宿
の
運
営
は
厳
し
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
お
客
様
は
激
減
、
宴

会
に
い
た
っ
て
は
全
て
の
予
約
が
無
く
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
肉
を
は
じ
め
全
て
の
原
材

料
が
高
騰
し
、
温
泉
を
温
め
る
た
め
の
灯
油

も
1
日
で
3
万
円
分
燃
や
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
は
サ
フ
ォ
ー
ク
の
生
産
者

に
も
影
響
を
与
え
、
先
行
き
が
見
え
な
い
た

め
に
減
産
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
お
客
様
に
最
高
の
肉
を
提

供
で
き
な
く
な
る
、
そ
れ
だ
け
は
何
と
か
阻

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
２
０
２
１

年
か
ら
羊
の
繁
殖
・
肥
育
を
始
め
ま
し
た
。

一
切
畜
産
の
経
験
が
無
い
た
め
多
く
の
課
題

に
直
面
し
な
が
ら
も
、
お
世
話
に
な
っ
て
き

た
農
家
さ
ん
の
お
力
を
借
り
な
が
ら

２
０
２
２
年
3
月
に
初
出
荷
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
羊
肉
は
や
は
り
極
上
で
、
お
客
様
に
自

信
を
も
っ
て
提
供
で
き
る
仕
上
が
り
に
な
り

ま
し
た
。

　

信
州
新
町
産
サ
フ
ォ
ー
ク
が
美
味
し
い
理

由
は
エ
サ
に
あ
り
ま
す
。
放
牧
さ
れ
て
い
る

羊
が
青
草
を
食
べ
る
と
、
肉
に
羊
独
特
の
臭

み
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
信
州
新
町

産
サ
フ
ォ
ー
ク
は
畜
舎
の
中
で
、
乾
燥
牧
草

や
と
う
も
ろ
こ
し
を
与
え
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
た
エ
サ
で
育
て
ま
す
。
そ
の
エ
サ
の

多
く
は
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
や
は
り
価
格

が
高
騰
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
か
ら
は
牧
草
の
栽
培
も
開
始

し
ま
す
。
手
間
暇
が
か
か
り
今
以
上
に
値
段

は
高
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
品
質

を
追
求
し
て
価
値
が
分
か
る
お
客
様
に
届
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
に
は
も
う
一
つ
始
め
た
事
業

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は「
な
が
の
百
景
」に
も
選
ば
れ
て
い

る
久
米
路
峡
で
行
う
Ｓ
Ｕ
Ｐ
の
ツ
ア
ー
事
業

で
す
。

　

Ｓ
Ｕ
Ｐ
と
はStand�U

p�Paddle�Board

（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）の
略
で
、

大
き
な
ボ
ー
ド
の
上
に
立
ち
、
パ
ド
ル
を

使
っ
て
水
面
を
漕
ぎ
進
む
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

で
す
。

　

個
人
的
に
野
尻
湖
や
青
木
湖
で
楽
し
ん
で

い
た
Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
、
久
米
路
峡
で
や
れ
な
い
か
、

お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
ツ
ア
ー
に
出
来

な
い
か
模
索
し
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
た
い

こ
と
に
長
野
県
の
補
助
事
業
に
認
定
し
て
い

た
だ
き
、「
ジ
ャ
ン
グ
ル
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」と

名
付
け
た
ツ
ア
ー
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
名
の
由
来
は
久
米
路
峡
を
漕
ぎ
進

め
て
、
そ
の
時
に
感
じ
る
大
自
然
は
ま
さ
に

信
州
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

湖
と
は
違
っ
た
川
な
ら
で
は
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
ツ

ア
ー
は
、
自
然
を
楽
し
む
最
高
の
方
法
で
す
。

　

ツ
ア
ー
開
始
と
同
時
に
多
く
の
ご
予
約
を

い
た
だ
き
、
２
０
２
１
年
シ
ー
ズ
ン
は

２
０
０
人
を
超
え
る
お
客
様
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
信
州
新
町
に
元
々
あ
る
羊
文
化
と
久

米
路
峡
を
、
少
し
の
工
夫
で
そ
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
同
じ
よ

う
な
観
光
資
源
は
長
野
県
や
全
国
に
ま
だ
ま

だ
存
在
し
て
い
て
、
い
つ
か
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
が
戻
っ
て
く
る
と
き
に
備
え
て
、
今
か

ら
開
発
し
て
い
け
れ
ば
未
来
は
明
る
い
も
の

に
な
る
は
ず
で
す
。
長
野
の
中
で
も
田
舎
な

信
州
新
町
か
ら
世
界
を
見
据
え
て
、
こ
れ
か

ら
も
お
客
様
に
感
動
を
与
え
る

サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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さぎり荘

めん羊繁殖センター

久米路峡サップツアー「ジャングルクルージング」

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。
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　長野県商工会連合会では、第14回 食の国際総合見本市「フードメッセ in にいがた2022」に出展される事業者様を
募集、出展費用等を支援いたします。
開 催 日：2022年11月9日（水）～11月11日（金）10:00～17:00（最終日は16:00まで）
会　　場：朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター「展示ホール」
出展対象：食品業界関係事業者（食に関する商材なら食品以外も出展可能です）
支援内容：ブース代（小間代）・オプション費用（長テーブル1本、パイプ椅子1脚）広報費（FCPシート冊子）
　　　　　※その他レンタル備品、上記以外のオプション費用、会場までの旅費・宿泊費等は事業者様の自己負担になります。

　お申込み・お問い合わせにつきましては、所属商工会を通じて長野県商工会連合会までご連絡ください。
【関係URL】　https://foodmesse.jp/　　フードメッセinにいがた2022

第14回�食の国際総合見本市�「フードメッセ�in�にいがた2022」�出展支援のご案内

 　

超
党
派
の
長
野
県

議
会
議
員
に
よ
る
商

工
会
支
援
組
織
「
商

工
会
議
員
懇
談
会
」

は
6
月
21
日
長
野
市

で
令
和
4
年
度
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

3
年
度
の
事
業
報

告
、
4
年
度
の
事
業

計
画
等
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
商
工
会
の

会
員
数
が
減
少
す
る

中
で
、
ど
の
よ
う
に
商
工
会
を
盛
り
上

げ
て
い
く
か
、
商
工
会
に
加
入
し
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
取
組
み
を
し
て
い
き

た
い
と
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

会　

長　

服
部　

宏
昭�

（
長
野
・
北
信
）

副
会
長　

望
月　

雄
内�

（
安
筑
）

副
会
長　

平
野　

成
基�

（
上
小
）

幹
事
長　

宮
澤　

敏
文�

（
北
安
曇
）

幹　

事　

小
池　
　

清�

（
南
信
州
）

幹　

事　

丸
山　

栄
一�

（
長
野
・
北
信
）

幹　

事　

依
田　

明
善�

（
佐
久
）

幹　

事　

小
池　

久
長�

（
諏
訪
）

幹　

事　

大
畑　

俊
隆�

（
木
曽
）

幹　

事　

川
上　

信
彦�

（
南
信
州
）

                                   

（
敬
称
略
）

　

６
月
１
日（
水
）安
曇
野
市「
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
」
に
お
い
て
、
商
工
会
・
商
工

会
連
合
会
職
員
で
構
成
さ
れ
る
長
野
県

商
工
会
職
員
協
議
会
と
長
野
県
商
工
会

連
合
会
の
共
催
で
経
営
支
援
事
例
発
表

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
職
員
の
持

つ
経
営
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
・
経
験
の
共
有

化
及
び
蓄
積
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
、

商
工
会
に
よ
る
事
業
者
支
援
実
績
の
ア

ピ
ー
ル
の
観
点
か
ら
、
経
営
支
援
活
動

に
お
け
る
優
れ
た
事
例
の
発
表
の
場
を

設
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
南
中
北
信
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
４
名
が
、
個
別
企

業
支
援
に
つ
い
て
の
発
表
を

行
い
、
支
援
者
と
し
て
の
熱

い
想
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

５
名
の
審
査
委
員
に
よ
る

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、「
甘

酒
を
使
っ
た
自
家
製
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
の
開
発
」と
題
し
て
、

支
援
の
き
っ
か
け
か
ら
持
続

化
補
助
金
を
活
用
し
た
支
援

に
至
る
ま
で
の
事
業
者
と
の
や
り
取
り
を
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
て
発
表
し
た
、
安
曇
野
市
商
工
会
の
金
森
俊
文
統
括
経

営
支
援
員
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

金
森
統
括
は
、
自
分
も
今
ま
で
支
援
事
例
を
聴
講
す
る
こ

と
で
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
り
し
た
。
面
白
い
話
、
自
分
の
た

め
に
な
る
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
皆
さ
ん
も
是
非

持
ち
帰
っ
て
今
後
の
支
援
の
参
考
に
と
受
賞
後
に
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

  

商
工
会
議
員
懇
談
会

  

所
属
県
議
会
議
員
名
簿（
担
当
支
部
）

商工連間瀬会長より金森統括へ表彰状・記
念品が授与された
後方は、発表者（左から伊藤主任等経営支
援員、羽入田副統括経営支援員、市川主任
等経営支援員）

阿部知事（右）に要望
書を手渡す間瀬商工連
会長（左）

発表会の様子

あいさつをする商工会議員懇談会服部会長

商
工
会
を
元
気
に

―
商
工
会
議
員
懇
談
会
総
会
―

　柏木�昭憲氏（前御代田町商工会長、前長
野県商工会連合会長）が長年の功績を讃え
られ旭日小綬章を受章されました。

春の叙勲

経
営
支
援
事
例
発
表
大
会
を
開
催

　

商
工
連
間
瀬
会
長
は
６
月
29
日
、
阿
部
県

知
事
へ
観
光
振
興
等
に
関
す
る
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
要
望
書
で
は
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
、
県
と
し
て
観
光
需
要
喚
起

策
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
対
応
の
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
で
経
営

環
境
が
悪
化
し
つ
つ
あ
る
中
、
資
金
繰
り
対

策
等
へ
の
緊
急
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
阿
部

知
事
か
ら
は
「
要
望
内
容
は
い
ず
れ
も
重
要

な
課
題
で
あ
り
、

積
極
的
に
対
応

し
た
い
」
と
回

答
が
あ
り
ま
し

た
。 県

知
事
へ
観
光
業
振
興
等

に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
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上
田
市
商
工
会
管
轄
地
域
で
あ
る「
旧
丸
子

町
」・「
旧
武
石
村
」
は
、
か
つ
て
長
野
県
小
県

郡
に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
の
市

町
村
合
併
に
よ
り
上
田
市
に
合
併
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、上
田
市
内
に
は
上
田
商
工
会
議
所
、

真
田
町
商
工
会
、
上
田
市
商
工
会
の
3
つ
の

商
工
団
体
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
管
轄
地
域

に
あ
る
事
業
所
支
援

に
日
々
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

両
地
域
の
特
色
と

し
て
、
旧
丸
子
町
は

明
治
中
期
か
ら
大
正

期
に
か
け
て
製
糸
業

が
盛
ん
で
、
長
野
県

諏
訪
・
岡
谷
地
域
に

次
い
で
日
本
第
２
位

の
出
荷
額
を
誇
っ
て

い
ま
し
た
。
大
半
が

ア
メ
リ
カ
向
け
に
輸

出
し
て
い
ま
し
た
が
、

１
９
２
９
年
の
世
界

恐
慌
に
よ
り
製
糸
業

が
衰
退
。
そ
の
後
、

太
平
洋
戦
争
が
始
ま

る
と
製
糸
工
場
は

次
々
と
姿
を
消
し
て

い
き
、
軽
工
業
の
町
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
輸
送
関
連
機
器
や
精
密

電
気
機
器
な
ど
を
中
心
に
機
械
金
属
加
工
業

が
発
展
し
、
今
日
の
丸
子
地
域
経
済
を
牽
引

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
歴
史
的
史
跡
も
数
多
く
存
在
し
、

現
在
放
映
中
の
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13

人
」に
登
場
す
る
木
曽
義
仲（
源
義
仲
）に
ま
つ

わ
る
史
跡
や
伝
承
が
各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
。

天
性
の
戦
上
手
で
「
旭
将
軍
」
と
呼
ば
れ
た
義

仲
で
す
が
、
丸
子
の
依
田
城
を
拠
点
に
2
年

半
滞
在
し
、
平
家
討
伐
に
向
け
挙
兵
へ
の
準

備
を
進
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

丸
子
で
は
4
年
に
一
度
、
挙
兵
を
模
し
た

「
木
曽
義
仲
挙
兵
武
者
行
列
」
が
行
わ
れ
て
お

り
、
主
役
で
あ
る
木
曽
義
仲
、
巴
御
前
を
は

じ
め
、
１
０
０
人
余
り
の
参
加
者
が
甲
冑
を

身
に
ま
と
い
商
店
街
を
練
り
歩
き
ま
す
。

２
０
２
２
年
は
木
曽
義
仲
行
列
が
開
催
さ
れ

る
年
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
宣
伝
効
果

も
あ
り
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鹿
教
湯
・
大
塩
・
霊
泉
寺
は
、
国
民
保
養

温
泉
地
に
指
定
さ
れ
て
お
り
江
戸
時
代
よ
り

湯
治
場
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
鹿
教
湯

温
泉
は
、
鹿
に
化
身
し
た
文
殊
菩
薩
が
猟
師

に
山
中
に
沸
く
温
泉
を
教
え
た
こ
と
が
名
の

由
来
と
な
っ
て
お
り
、
元
禄
時
代
か
ら
湯
治

場
と
し
て
賑
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
霊
泉
寺
温

泉
は
平
維
茂
が
鬼
女
紅
葉
退
治
後
こ
の
湯
で

傷
を
癒
し
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
湯
で
あ
る
と

寺
を
建
立
し
霊
泉
寺
と
名
付
け
ら
れ
た
と
伝

え
ら
れ
、
現
在
も
温
泉
の
効
能
や
癒
し
を
求

め
各
地
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

一
方
、
旧
武
石
村
は
上
田
市
の
最
南
部
に

位
置
し
、
背
後
に
は
日
本
百
名
山
に
も
選
ば

れ
た
２
０
３
４
ｍ
の
美
ヶ
原
高
原
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
広
大
な
草
原
が
広
が
る
風
景
は

ま
る
で
海
外
の
よ
う
だ
と
登
山
者
や
ツ
ー
リ

ン
グ
に
大
変
人
気
が
あ
り
、
高
山
植
物
が
き

れ
い
に
咲
き
誇
る
春
か
ら
美
し
い
紅
葉
が
見

ら
れ
る
秋
ま
で
四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し
み

に
全
国
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
美
ヶ
原

が
生
み
出
す
清
流
は
武
石
地
域
に
流
れ
込
み
、

4
月
中
旬
ご
ろ
に
は
川
沿
い
を
4
キ
ロ
に
わ

た
り
花
桃
が
彩
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
両
地
域
は
製
造
業
・
観
光

業
と
い
っ
た
主
要
産
業
が
、
歴
史
や
文
化
を

背
景
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
貴
重
な
地
域

資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
今
後
も
地

域
に
生
き
る
事
業
所
と
と
も
に
魅
力
あ
る
地

域
形
成
に
向
け
た
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

木
曽
義
仲 

挙
兵
の
地
と

　　日
本
百
名
山 

　　　　美
ヶ
原
高
原
の
ま
ち
で
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上田市商工会

花桃が咲く旧武石村

木曽義仲 挙兵の地
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▼コロナウイルス感染症にも対応したオススメの加入例▼

☆�福祉共済の「トータルがんプラン」または「医療特約」に加入している場合に「入院共済金」
が支払われます。
☆�入院だけでなく、自宅療養やホテル等での宿泊施設での治療も対象となります。
　※新型コロナウイルス感染症と診断され、保健所等の判断により療養した場合が対象となります。
　※請求の際は、保健所や自治体等が発行する「療養期間の証明書」が必要となります。

◆「代表者」にオススメ（幅広いリスクをカバー）�月額掛金：6,000 円

◆「従業員」にオススメ（仕事中や私生活も 24時間補償）�月額掛金：3,000 円
◆「ご家族」にオススメ（家庭内や学校生活への備えに）

　※けがプランにご加入いただくと、個人賠償保険が自動で付帯されます（１事故２億円限度）。
　　また、令和元年（2019 年）10 月１日から長野県内で義務化された自転車損害賠償保険にも対応しています。

◆コロナウイルス感染症で７日間入院した場合のお支払い例
　① 医療特約にご加入の場合　5,000円×７日＝35,000円
　② トータルがんにご加入の場合　5,000円×７日＝35,000円
　③ ①と②両方にご加入の場合　①の支払額+②の支払額＝70,000円
　※「医療特約」、「トータルがん」プランに加入の際は、「健康状態の告知」が必要です。

けがプラン　2,000円

けがプラン　2,000円

医療特約　1,000円

医療特約　1,000円

トータルがん　3,000円

市町村商工会・長野県商工会連合会
全国商工会連合会

商工会の“福祉共済”は
「新型コロナウイルス感染症」に

対応しています！

福祉共済の詳しい内容や新型コロナウイルス感染症に係る共済金の
請求方法については、最寄りの商工会までお問い合わせください。


